
令和６年度 国際総合科学群 

教学 IR 実施報告書 

資料集 

 
横浜市立大学 

国際総合科学群教学 IR検討ワーキング 



目  次 

 

１.入学から卒業までのアンケートをつないだ経時的な分析 

（１）各アンケートをつないだ経時分析 ..................................... ３ 

（２）平成 30年度～令和２年度新入生の経年比較 ............................ 10 

（３）「グローバルな視野」 に関する詳細分析 ............................... 21 

 

 

２.教学 IR検討 WGにおける認証評価に向けた対応 

（１） 各授業の内容が授与する学位に相応しい水準となっていること 

・授業外学修時間の推移 ............................................. 24 

 

（２） 成績評価や単位認定が厳格かつ客観的に行われていることの組織的確認 

・令和６年度科目における成績評価に関する分析（１） ................. 29 

・令和６年度科目における成績評価に関する分析（２） ................. 38 

・令和６年度科目における成績評価に関する分析（３） ................. 43 

（３） 学修成果の可視化 

・【YCU-Boardポートフォリオ機能】YCU指標を用いた試行的な分析（１） . 44 

 

３.全国学生調査  

（１）令和６年度全国学生調査（第４回試行実施）の分析 ..................... 49 

 



1．入学から卒業後までのアンケートをつないだ経時的な分析 

（１）各アンケートをつないだ掲示分析 

1 趣旨 

平成 30 年度より「新入生アンケート（入学時実施）」、「カリキュラム評価アンケート（卒業時

実施）」、「卒業生アンケート（卒後３年に実施）」の３つのアンケートに、本学の教育ポリシーに関す

る共通の設問を設定し、回答結果の分析を行ったので報告します。 

なお、本分析は当該年度及び前年度に実施したアンケート調査の回答結果を用いて実施していま

すが、将来的には同一対象における入学時・卒業時・卒後３年時ぞれぞれのデータをつないで分析

を行うことで、カリキュラム改善の検討を支援することを目指しています。 

 

2 分析対象データ 

 新入生アンケート 

対象者 ：国際教養学部部・国際商学部・理学部・データサイエンス学部 入学生 

実施期間：令和６年４月 

回答数 ：758名 

 

 カリキュラム評価アンケート 

対象者 ：国際教養学部・国際商学部・理学部・データサイエンス学部 令和６年３月卒業生 

実施期間：令和５年 12月～令和６年２月 

回答数 ：654名 

 

 卒業生アンケート 

対象者 ：国際総合科学部 令和３年３月卒業生 

実施期間：令和５年 9月～令和５年 11月 

回答数 ：158名 

 

3 分析結果 

次ページ参照 

 

4 設問 

「課題発見・問題解決力」「グローバルな視野」「豊かな教養」「確かな専門性」に関して、各アン

ケートで設問を設置。各アンケートの選択肢は下記のとおり 

（新入生アンケート） 

4 期待する、3 まあ期待する、2 あまり期待しない、1 期待しない 

（カリキュラム評価アンケート） 

4 とても身に付いた、3 多少身に付いた、2 あまり身に付かなかった、 ほとんど身に付かなかった

（卒業生アンケート） 

4 役に立っている、3 やや役に立っている、2 あまり役に立っていない、 役に立っていない 
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各アンケートをつないだ分析（国際総合科学群）

※当該年度の新入生アンケート、前年度のカリキュラム評価アンケート、卒業生アンケートの平均値を１本の線で繋いでいる。

　令和6年度の場合：R6新入生アンケート、R5カリキュラム評価アンケート、R5卒業生アンケート

「課題発見・問題解決力」

回答 割合(％) 回答 割合(％) 回答 割合(％)

4 543 71.636 254 38.838 49 31.013

3 194 25.594 368 56.269 83 52.532

2 7 0.923 28 4.281 21 13.291

1 1 0.132 4 0.612 5 3.165

回答なし 13 1.715 0 0.000 0 0.000

総計

R06年度平均

R05年度平均

R04年度平均

R03年度平均

R02年度平均

R01年度平均

H30年度平均

「グローバルな視野」

回答 割合(％) 回答 割合(％) 回答 割合(％)

4 593 78.232 280 42.813 47 29.747

3 133 17.546 331 50.612 54 34.177

2 15 1.979 38 5.810 44 27.848

1 3 0.396 5 0.765 13 8.228

回答なし 14 1.847 0 0.000 0 0.000

総計

R06年度平均

R05年度平均

R04年度平均

R03年度平均

R02年度平均

R01年度平均

H30年度平均

「豊かな教養」

回答 割合(％) 回答 割合(％) 回答 割合(％)

4 558 73.615 211 32.263 48 30.380

3 175 23.087 348 53.211 80 50.633

2 10 1.319 77 11.774 25 15.823

1 1 0.132 18 2.752 5 3.165

回答なし 14 1.847 0 0.000 0 0.000

総計

R06年度平均

R05年度平均

R04年度平均

R03年度平均

R02年度平均

R01年度平均

H30年度平均

「確かな専門性」

回答 割合(％) 回答 割合(％) 回答 割合(％)

4 540 71.240 169 25.841 39 24.684

3 192 25.330 294 44.954 65 41.139

2 9 1.187 158 24.159 46 29.114

1 2 0.264 33 5.046 8 5.063

回答なし 15 1.979 0 0.000 0 0.000

総計

R06年度平均

R05年度平均

R04年度平均

R03年度平均

R02年度平均

R01年度平均

H30年度平均

・入学時のグローバルな視野が身に付くことへの期待値と卒業時・卒後３年時の回答に大きな差が見られる。

　次いで、確かな専門性も期待値との差が大きい。

3.562 3.114 2.730

3.586 3.142 2.691

3.677 3.180 2.788

3.643 3.123 2.833

3.643 3.141 2.848

3.663 3.128 2.739

758 654 158

3.639 3.150 2.854

3.753 3.556 3.118

新入生 カリキュラム 卒業生

3.725 3.349 3.100

3.608 3.338 3.027

3.770 3.383 3.234

3.770 3.436 3.101

3.665 3.355 3.082

3.725 3.369 3.139

新入生 カリキュラム 卒業生

758 654 158

3.602 2.930 2.865

3.774 2.963 3.103

3.780 2.957 2.760

3.750 2.896 2.767

3.761 2.896 2.970

3.751 2.877 2.793

758 654 158

3.699 2.916 2.854

3.627 3.379 3.103

新入生 カリキュラム 卒業生

3.725 3.335 2.967

3.602 3.355 3.041

3.742 3.342 3.176

3.745 3.387 3.050

3.653 3.333 3.115

3.660 3.320 3.297

新入生 カリキュラム 卒業生

758 654 158
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各アンケートをつないだ分析（国際総合科学群）

・新入生アンケートの各項目の平均値は、年度ごとの大きな差は見られない。

・カリキュラム評価アンケートは前年度の横ばい。

・卒業生アンケートでは、「課題発見・問題解決力」「グローバルな視野」の数値が増加していたが、

　いずれも減少した。
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各アンケートをつないだ分析
（『課題発見・問題解決力』 学部別解析結果）

※当該年度の新入生アンケート、前年度のカリキュラム評価アンケート、卒業生アンケートの平均値を１本の線で繋いでいる。

国際教養学部

新入生 カリキュラム 卒業生

回答数 288 252 58

4 215 96 21

3 69 142 28

2 2 14 7

1 1 0 2

回答なし 1 0 0

R06年度平均 3.722 3.325 3.172

R05年度平均 3.690 3.487 3.250

R04年度平均 3.753 3.354 3.230

R03年度平均 3.803 3.427 3.064

R02年度平均 3.747 3.413 3.071

R01年度平均 3.618 3.414 3.086

H30年度平均 3.649 3.450 3.088

国際商学部

新入生 カリキュラム 卒業生

回答数 285 245 79

4 200 98 22

3 70 136 42

2 3 9 13

1 0 2 2

回答なし 12 0 0

R06年度平均 3.554 3.347 3.063

R05年度平均 3.709 3.355 3.271

R04年度平均 3.740 3.354 3.143

R03年度平均 3.708 3.423 3.083

R02年度平均 3.693 3.349 2.800

R01年度平均 3.649 3.404 3.141

H30年度平均 3.601 3.429 3.032

理学部

新入生 カリキュラム 卒業生

回答数 124 107 21

4 83 41 6

3 39 62 13

2 2 4 1

1 0 0 1

回答なし 0 0 0

R06年度平均 3.653 3.346 3.143

R05年度平均 3.481 3.239 3.481

R04年度平均 3.752 3.331 3.083

R03年度平均 3.681 3.250 2.931

R02年度平均 3.724 3.150 2.500

R01年度平均 3.463 3.178 2.692

H30年度平均 3.634 3.150 3.273

データサイエンス学部

新入生 カリキュラム 卒業生

回答数 61 50 回答

4 45 19

3 16 28

2 0 1

1 0 2

回答なし 0 0

R06年度平均 3.768 3.280

R05年度平均 3.704 3.266

R04年度平均 3.733 3.229

R03年度平均 3.762 -

R02年度平均 3.762 -

R01年度平均 3.621 -

H30年度平均 -

※H30年度開設のため、卒業時・卒後3年対象のアンケートは未実施あり

・国際教養学部と国際商学部はカリキュラム評価アンケートの数値が前年度より減少した。

・理学部は卒業生アンケートの回答者数が少ないので年度によるバラつきが大きいが、

　カリキュラム評価アンケートの回答は上昇傾向にある。

・データサイエンス学部は年度により回答の差はほとんど見られない。
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各アンケートをつないだ分析
（『グローバルな視野』 学部別解析結果）

※当該年度の新入生アンケート、前年度のカリキュラム評価アンケート、卒業生アンケートの平均値を１本の線で繋いでいる。

国際教養学部

新入生 カリキュラム 卒業生

回答数 288 252 58

4 256 96 25

3 30 142 17

2 1 14 12

1 1 0 4

回答なし 0 0 0

R06年度平均 3.890 3.056 3.086

R05年度平均 3.852 3.107 3.206

R04年度平均 3.867 3.113 2.851

R03年度平均 3.891 3.154 2.859

R02年度平均 3.835 3.083 2.857

R01年度平均 3.744 3.117 3.086

H30年度平均 3.826 3.146 3.224

国際商学部

新入生 カリキュラム 卒業生

回答数 285 245 79

4 231 108 20

3 39 121 32

2 1 14 23

1 0 2 4

回答なし 14 0 0

R06年度平均 3.646 2.971 2.861

R05年度平均 3.818 2.891 2.900

R04年度平均 3.783 2.772 2.831

R03年度平均 3.840 2.874 2.667

R02年度平均 3.804 2.906 2.600

R01年度平均 3.768 2.951 2.719

H30年度平均 3.766 2.985 2.968

理学部

新入生 カリキュラム 卒業生

回答数 124 107 21

4 83 40 2

3 39 63 5

2 2 3 9

1 0 1 5

回答なし 0 0 0

R06年度平均 3.500 2.720 2.190

R05年度平均 3.588 2.694 2.556

R04年度平均 3.661 2.784 2.458

R03年度平均 3.529 2.757 2.724

R02年度平均 3.598 2.504 2.500

R01年度平均 3.276 2.568 2.731

H30年度平均 3.679 2.575 3.182

データサイエンス学部

新入生 カリキュラム 卒業生

回答数 61 50 回答

4 45 14

3 16 26

2 0 8

1 0 2

回答なし 0 0

R06年度平均 3.443 2.360

R05年度平均 3.426 2.578

R04年度平均 3.367 2.375

R03年度平均 3.500 -

R02年度平均 3.444 -

R01年度平均 3.483 -

H30年度平均 -

※H30年度開設のため、卒業時・卒後3年対象のアンケートは未実施あり

・どの学部も入学時の期待値と卒業時、卒後３年の数値の差が大きい。

・卒業生アンケートの数値も前年度より減少している。
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各アンケートをつないだ分析
（『豊かな教養』 学部別解析結果）

※当該年度の新入生アンケート、前年度のカリキュラム評価アンケート、卒業生アンケートの平均値を１本の線で繋いでいる。

国際教養学部

新入生 カリキュラム 卒業生

回答数 288 252 58

4 248 58 21

3 38 139 31

2 1 46 4

1 1 9 2

回答なし 0 0 0

R06年度平均 3.851 3.417 3.224

R05年度平均 3.828 3.487 3.235

R04年度平均 3.857 3.489 3.310

R03年度平均 3.923 3.512 3.154

R02年度平均 3.821 3.449 3.286

R01年度平均 3.710 3.430 3.207

H30年度平均 3.793 3.447 3.348

国際商学部

新入生 カリキュラム 卒業生

回答数 285 245 79

4 188 84 22

3 78 132 40

2 5 25 17

1 0 4 0

回答なし 14 0 0

R06年度平均 3.495 3.367 3.063

R05年度平均 3.702 3.355 3.057

R04年度平均 3.621 3.354 3.130

R03年度平均 3.685 3.439 3.208

R02年度平均 3.693 3.384 2.800

R01年度平均 3.613 3.318 3.000

H30年度平均 3.718 3.377 3.065

理学部

新入生 カリキュラム 卒業生

回答数 124 107 21

4 83 51 5

3 39 52 9

2 2 3 4

1 0 1 3

回答なし 0 0 0

R06年度平均 3.653 3.327 2.762

R05年度平均 3.626 3.239 3.111

R04年度平均 3.702 3.309 3.292

R03年度平均 3.664 3.294 2.690

R02年度平均 3.669 3.079 3.000

R01年度平均 3.455 3.205 2.692

H30年度平均 3.731 3.142 3.727

データサイエンス学部

新入生 カリキュラム 卒業生

回答数 61 50

4 39 18

3 20 25

2 2 3

1 0 4

回答なし 0 0

R06年度平均 3.585 3.040

R05年度平均 3.537 3.266

R04年度平均 3.450 3.146

R03年度平均 3.540 -

R02年度平均 3.540 -

R01年度平均 3.431 -

H30年度平均 -

※H30年度開設のため、卒業時・卒後3年対象のアンケートは未実施あり

・国際教養学部と国際商学部は入学時と卒業時の数値の差は少ない。

・理学部の卒後３年の数値のバラつきは回答者数が少ないことが影響していると思われる。

・データサイエンス学部はカリキュラム評価アンケートの数値が上昇傾向にあったが今年度は減少した。
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各アンケートをつないだ分析
（『確かな専門性』 学部別解析結果）

※当該年度の新入生アンケート、前年度のカリキュラム評価アンケート、卒業生アンケートの平均値を１本の線で繋いでいる。

国際教養学部

新入生 カリキュラム 卒業生

回答数 288 252 58

4 200 78 13

3 80 121 22

2 5 42 21

1 2 11 2

回答なし 1 0 0

R06年度平均 3.653 2.976 2.793

R05年度平均 3.555 3.004 2.750

R04年度平均 3.857 2.989 2.747

R03年度平均 3.630 3.159 2.641

R02年度平均 3.551 3.071 2.714

R01年度平均 3.474 3.016 2.828

H30年度平均 3.527 3.080 3.015

国際商学部

新入生 カリキュラム 卒業生

回答数 285 245 79

4 195 72 20

3 73 103 36

2 4 61 21

1 0 9 2

回答なし 13 0 0

R06年度平均 3.533 3.208 2.937

R05年度平均 3.665 3.185 2.900

R04年度平均 3.657 3.146 2.766

R03年度平均 3.677 3.158 2.986

R02年度平均 3.637 3.133 2.800

R01年度平均 3.675 3.193 2.734

H30年度平均 3.575 3.234 2.968

理学部

新入生 カリキュラム 卒業生

回答数 124 107 21

4 92 15 6

3 32 52 7

2 0 35 4

1 0 5 4

回答なし 0 0 0

R06年度平均 3.742 3.430 2.714

R05年度平均 3.718 3.209 2.963

R04年度平均 3.843 3.338 2.625

R03年度平均 3.723 3.257 2.690

R02年度平均 3.772 3.205 3.000

R01年度平均 3.493 3.164 2.500

H30年度平均 3.731 3.118 2.273

データサイエンス学部

新入生 カリキュラム 卒業生

回答数 61 50

4 53 4

3 7 18

2 0 20

1 0 8

回答なし 1 0

R06年度平均 3.887 3.140

R05年度平均 3.815 3.313

R04年度平均 3.800 3.208

R03年度平均 3.806 -

R02年度平均 3.825 -

R01年度平均 3.638 -

H30年度平均 -

※H30年度開設のため、卒業時・卒後3年対象のアンケートは未実施あり

・グローバルな視野に次いで、入学時と卒後３年の数値の差が大きい。

・国際教養学部と国際商学部は年度による卒業時の数値の差はほぼないが、理学部は上昇傾向にある。

・データサイエンス学部は卒業時の数値が上昇傾向にあったが、今年度は減少した。

1.0

1.5

2.0

2.5

3.0

3.5

4.0

H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6

平均値
「確かな専門性」(理学部)

入学時 卒業時 卒後3年
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4.0

H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6

平均値
「確かな専門性」(国際教養学部)

入学時 卒業時 卒後3年
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3.0
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H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6

平均値
「確かな専門性」(国際商学部)

入学時 卒業時 卒後3年

1.0

1.5
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3.0

3.5

4.0

4.5

R4 R5 R6

平均値
「確かな専門性」(DS学部)

入学時 卒業時
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1. 入学から卒業後までのアンケートをつないだ経時的な分析 

（２）平成 30年度～令和 2年度新入生の経年比較について 
 

１ 趣旨 

平成 30年度より「新入生アンケート（入学時実施）」、「カリキュラム評価アンケート（卒業 

時実施）」、「卒業生アンケート（卒後３年に実施）」の３つのアンケートに、本学の教育ポリシ 

ーに関する共通の設問を設定し、回答結果の分析を行った。 

なお、本分析は当該年度及び前年度に実施したアンケート調査の回答結果を用いて実施してい

ますが、将来的には同一対象における入学時・卒業時・卒後３年時ぞれぞれのデータをつないで

分析を行うことで、カリキュラム改善の検討を支援することを目指している。今回は平成 30 年

度、令和元年度、令和２年度新入生の入学時、卒業時アンケートを集計し、経年変化を確認した。

（※同一学生を集計） 

 

２ 対象者 

・平成 30年度入学生 (平成 30年度入学、令和３年度卒業) 

 国際総合科学部(現 国際教養学部、国際商学部、理学部) 

 ※データサイエンス学部は新入生アンケート対象外だったため除外 

・令和元年度入学生(令和元年度入学、令和４年度卒業) 

 国際教養学部、国際商学部、理学部、データサイエンス学部 

・令和２年度入学生(令和２年度入学、令和５年度卒業) 

 国際教養学部、国際商学部、理学部、データサイエンス学部 

 

３ 分析結果 

次ページ参照 

 

４ 設問 

「課題発見・問題解決力」「グローバルな視野」「豊かな教養」「確かな専門性」に関して、各ア

ンケートで設問を設置。各アンケートの選択肢は下記のとおり 

（新入生アンケート） 

 4 期待する  3 まあ期待する  2 あまり期待しない  1 期待しない 

 

（カリキュラム評価アンケート） 

4 とても身に付いた  3 多少身に付いた  2 あまり身に付かなかった 

1 ほとんど身に付かなかった 
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平成 30年度～令和２年度入学者の入学時・卒業時アンケートのクロス集計

(分析結果) 

 

(表の見方) 

・縦軸に新入生アンケート、横軸にカリキュラム評価アンケートの結果を表示している。 

 ・新入生アンケートの項目への回答の中で、カリキュラム評価アンケートの各項目へ回答した割 

合を示している。(平成 30年度新入生アンケートで「4 期待する」と回答した学生の内、令 

和３年度カリキュラム評価アンケートで「(1)とても身に付いた」と回答したのは 27.376%、 

「(2)多少身に付いた」と回答したのは 31.939%) 

 

（分析結果） 

課題発見・問題解決力 

＜H30年度入学者（R3年度卒業）＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜H31(R元)年度入学者（R4年度卒業）＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜R2年度入学者（R5年度卒業）＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜コメント＞ 

入学時に課題発見・問題解決力を身につけることを「a 期待する」と回答した内、卒業時に「(1)

【課題発見・問題解決力】 自ら課題を見つけ、それを論理的に解決できる能力が身に付きましたか。

選択肢

a.期待する 144 27.4% 168 31.9% 13 2.5% 6 1.1% 331 62.9%

b.まあ期待する 74 14.1% 110 20.9% 6 1.1% 0 0.0% 190 36.1%

c.あまり期待しない 1 0.2% 2 0.4% 0 0.0% 1 0.2% 4 0.8%

d.期待しない 0 0.0% 1 0.2% 0 0.0% 0 0.0% 1 0.2%

219 41.6% 281 53.4% 19 3.6% 7 1.3% 526 100.0%合計

合計

入学時

(H30)

割合
卒業時(R3)

（１）とても身に付いた （２）多少身に付いた （３）あまり身に付かなかった （４）ほとんど身に付かなかった

アンケート回答時期

【課題発見・問題解決力】 自ら課題を見つけ、それを論理的に解決できる能力が身に付きましたか。

選択肢

a.期待する 174 31.0% 213 37.9% 17 3.0% 2 0.4% 406 72.2%

b.まあ期待する 47 8.4% 93 16.5% 9 1.6% 0 0.0% 149 26.5%

c.あまり期待しない 0 0.0% 6 1.1% 1 0.2% 0 0.0% 7 1.2%

d.期待しない 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

221 39.3% 312 55.5% 27 4.8% 2 0.4% 562 100.0%合計

合計
卒業時(R4)

（１）とても身に付いた （２）多少身に付いた （３）あまり身に付かなかった （４）ほとんど身に付かなかった

入学時

(R1)

割合
アンケート回答時期

【課題発見・問題解決力】 自ら課題を見つけ、それを論理的に解決できる能力が身に付きましたか。

選択肢

a.期待する 159 30.0% 243 45.8% 14 2.6% 3 0.6% 419 79.1%

b.まあ期待する 33 6.2% 68 12.8% 6 1.1% 0 0.0% 107 20.2%

c.あまり期待しない 0 0.0% 2 0.4% 0 0.0% 0 0.0% 2 0.4%

d.期待しない 1 0.2% 1 0.2% 0 0.0% 0 0.0% 2 0.4%

193 36.4% 314 59.2% 20 3.8% 3 0.6% 530 100.0%

入学時

(R2)

アンケート回答時期

合計

合計 割合
卒業時(R5)

（１）とても身に付いた （２）多少身に付いた （３）あまり身に付かなかった （４）ほとんど身に付かなかった

11



とても身に付いた」と回答したのは平成 30 年度入学生が 27.4%、令和元年度が 31%、令和２年度

が 30%で、年度による差は大きくないが、「(2)多少身に付いた」と回答したのは、平成 30年度入

学生が 31.9%、平成 31(令和元)年度が 37.9%、令和２年度が 45.8%で年々上昇している。 

 

グローバルな視野 

＜H30年度入学者（R3年度卒業）＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜H31(R元)年度入学者（R4年度卒業）＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜R2年度入学者（R5年度卒業）＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜コメント＞ 

入学時にグローバルな視野を身につけることを「a 期待する」と回答した内、卒業時に「(1)とて

も身に付いた」と回答したのは平成 30年度入学生が 21.9%、平成 31(令和元)年度が 21.7%、令和２

年度が 16.4%で、年々減少している。「(2)多少身に付いた」と合わせると各年度約 55％程度となり、

他の項目よりも期待値を上回らなかったとする回答が多い。 

 

 

 

 

【グローバルな視野】 国際的視野が身に付きましたか。

選択肢

a.期待する 115 21.9% 178 33.8% 105 20.0% 20 3.8% 418 79.5%

b.まあ期待する 11 2.1% 49 9.3% 30 5.7% 6 1.1% 96 18.3%

c.あまり期待しない 0 0.0% 5 1.0% 2 0.4% 3 0.6% 10 1.9%

d.期待しない 0 0.0% 1 0.2% 0 0.0% 1 0.2% 2 0.4%

126 24.0% 233 44.3% 137 26.0% 30 5.7% 526 100.0%合計

アンケート回答時期
合計

入学時

(H30)

卒業時(R3)

（１）とても身に付いた （２）多少身に付いた （３）あまり身に付かなかった （４）ほとんど身に付かなかった

割合

【グローバルな視野】 国際的視野が身に付きましたか。

選択肢

a.期待する 122 21.7% 184 32.7% 101 18.0% 23 4.1% 430 76.5%

b.まあ期待する 14 2.5% 56 10.0% 37 6.6% 6 1.1% 113 20.1%

c.あまり期待しない 1 0.2% 3 0.5% 11 2.0% 2 0.4% 17 3.0%

d.期待しない 0 0.0% 0 0.0% 1 0.2% 1 0.2% 2 0.4%

137 24.4% 243 43.2% 150 26.7% 32 5.7% 562 100.0%合計

合計

入学時

(R1)

卒業時(R4)

（１）とても身に付いた （２）多少身に付いた （３）あまり身に付かなかった （４）ほとんど身に付かなかった

割合
アンケート回答時期

【グローバルな視野】 国際的視野が身に付きましたか。

選択肢

a.期待する 87 16.4% 207 39.1% 110 20.8% 19 3.6% 423 79.8%

b.まあ期待する 11 2.1% 44 8.3% 33 6.2% 8 1.5% 96 18.1%

c.あまり期待しない 2 0.4% 3 0.6% 3 0.6% 1 0.2% 9 1.7%

d.期待しない 1 0.2% 0 0.0% 1 0.2% 0 0.0% 2 0.4%

101 19.1% 254 47.9% 147 27.7% 28 5.3% 530 100.0%

入学時

(R2)

合計

卒業時(R5)

（１）とても身に付いた （２）多少身に付いた （３）あまり身に付かなかった （４）ほとんど身に付かなかった

アンケート回答時期
合計 割合
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豊かな教養 

＜H30年度入学者（R3年度卒業）＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜H31（R元）年度入学者（R4年度卒業）＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜R2年度入学者（R5年度卒業）＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜コメント＞ 

入学時に豊かな教養を身につけることを「a 期待する」と回答した内、卒業時に「(1)とても身に

付いた」と回答したのは平成 30年度入学生が 37.5%、平成 31(令和元)年度が 32.6%、令和２年度が

32.8%で「(2)多少身に付いた」の回答と合わせると約 67%～73%となる。 

また、新入生アンケートでの期待値は高かったものの、「豊かな教養」があまり身に付かなかった

という回答が令和２年度入学者では約６%と上昇している。 

 

  

【豊かな教養】 豊かな教養が身に付きましたか。

選択肢

a.期待する 197 37.5% 177 33.7% 12 2.3% 10 1.9% 396 75.3%

b.まあ期待する 47 8.9% 77 14.6% 3 0.6% 0 0.0% 127 24.1%

c.あまり期待しない 0 0.0% 2 0.4% 1 0.2% 0 0.0% 3 0.6%

d.期待しない 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

244 46.4% 256 48.7% 16 3.0% 10 1.9% 526 100.0%

割合

合計

アンケート回答時期
合計

入学時

(H30)

卒業時(R3)

（１）とても身に付いた （２）多少身に付いた （３）あまり身に付かなかった （４）ほとんど身に付かなかった

【豊かな教養】 豊かな教養が身に付きましたか。

選択肢

a.期待する 183 32.6% 198 35.2% 15 2.7% 2 0.4% 398 70.8%

b.まあ期待する 50 8.9% 96 17.1% 6 1.1% 0 0.0% 152 27.0%

c.あまり期待しない 4 0.7% 7 1.2% 1 0.2% 0 0.0% 12 2.1%

d.期待しない 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

237 42.2% 301 53.6% 22 3.9% 2 0.4% 562 100.0%

割合

合計

（３）あまり身に付かなかった （４）ほとんど身に付かなかった

入学時

(R1)

アンケート回答時期
合計

卒業時(R4)

（１）とても身に付いた （２）多少身に付いた

【豊かな教養】 豊かな教養が身に付きましたか。

選択肢

a.期待する 174 32.8% 217 40.9% 23 4.3% 4 0.8% 418 78.9%

b.まあ期待する 30 5.7% 65 12.3% 10 1.9% 0 0.0% 105 19.8%

c.あまり期待しない 2 0.4% 2 0.4% 1 0.2% 0 0.0% 5 0.9%

d.期待しない 1 0.2% 1 0.2% 0 0.0% 0 0.0% 2 0.4%

207 39.1% 285 53.8% 34 6.4% 4 0.8% 530 100.0%

合計 割合

合計

入学時

(R2)

卒業時(R5)

（１）とても身に付いた （２）多少身に付いた （３）あまり身に付かなかった （４）ほとんど身に付かなかった

アンケート回答時期
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確かな専門性 

＜H30年度入学者（R3年度卒業）＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜H31（R元）年度入学者（R4年度卒業）＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜R2年度入学者（R5年度卒業）＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜コメント＞ 

入学時に確かな専門性を身につけることを「a 期待する」と回答した内、卒業時に「(1)とても身

に付いた」と回答したのは平成 30年度入学生が 22.4%、平成 31(令和元)年度が 23.8%、令和２年度

が 25.7%と年々上昇しているが、「(2)多少身に付いた」に回答と合わせても「グローバルな視野」

の数値に次いで低い。 

また、新入生アンケートでの期待値は高かったものの、「確かな専門性」があまり身に付かなかっ

たという回答が 10～13%程度見られ、「グローバルな視野」の次に期待値ほど身に付かなかったとす

る回答が多い。 

 

(考察) 

分析結果から、本学が特に重視する教育理念のうち、「グローバルな視野」について、入学時の期

待値と比べて「身に付いた」と感じる学生が低下していることがわかった。ただ、今回の対象学年

は大学生活の途中から新型コロナウイルスの影響を受け、海外留学や海外インターンシップ等の海

【高い専門性】 高い専門的能力が身に付きましたか。

選択肢

a.期待する 118 22.4% 171 32.5% 32 6.1% 9 1.7% 330 62.7%

b.まあ期待する 38 7.2% 105 20.0% 27 5.1% 4 0.8% 174 33.1%

c.あまり期待しない 5 1.0% 8 1.5% 5 1.0% 1 0.2% 19 3.6%

d.期待しない 0 0.0% 3 0.6% 0 0.0% 0 0.0% 3 0.6%

161 30.6% 287 54.6% 64 12.2% 14 2.7% 526 100.0%合計

合計 割合

入学時

(H30)

（１）とても身に付いた （２）多少身に付いた （３）あまり身に付かなかった （４）ほとんど身に付かなかった

アンケート回答時期 卒業時(R3)

【高い専門性】 高い専門的能力が身に付きましたか。

選択肢

a.期待する 134 23.8% 207 36.8% 37 6.6% 6 1.1% 384 68.3%

b.まあ期待する 43 7.7% 84 14.9% 34 6.0% 1 0.2% 162 28.8%

c.あまり期待しない 3 0.5% 10 1.8% 3 0.5% 0 0.0% 16 2.8%

d.期待しない 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

180 32.0% 301 53.6% 74 13.2% 7 1.2% 562 100.0%合計

合計 割合

入学時

(R1)

卒業時(R4)

（１）とても身に付いた （２）多少身に付いた （３）あまり身に付かなかった （４）ほとんど身に付かなかった

アンケート回答時期

【高い専門性】 高い専門的能力が身に付きましたか。

選択肢

a.期待する 136 25.7% 196 37.0% 31 5.8% 7 1.3% 370 69.8%

b.まあ期待する 29 5.5% 94 17.7% 26 4.9% 5 0.9% 154 29.1%

c.あまり期待しない 1 0.2% 2 0.4% 0 0.0% 1 0.2% 4 0.8%

d.期待しない 1 0.2% 1 0.2% 0 0.0% 0 0.0% 2 0.4%

167 31.5% 293 55.3% 57 10.8% 13 2.5% 530 100.0%

アンケート回答時期

合計

合計 割合

入学時

(R2)

卒業時(R5)

（１）とても身に付いた （２）多少身に付いた （３）あまり身に付かなかった （４）ほとんど身に付かなかった
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外経験を希望していても難しい状況であったことから、入学当初の期待値よりも卒業時の「グロー

バルな視野」が下回ったことも考えられる。引き続き同様の分析を続け、低下の理由が社会状況と

影響しているものかどうか検証を進めたい。 

また、「グローバルな視野」の次には「確かな専門性」が期待値を上回らなかったという結果がで

ているため、こちらについても引き続き検証を進める。 
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入学から卒業後までのアンケートをつないだ経時的な分析（国際総合科学群）

※同一対象者の入学時と卒業時のアンケートの回答の平均値を一本の線で繋いでいる

「課題発見・問題解決力」

入学時平均 卒業時平均

H30-R3 3.618 3.354

R1-R4 3.710 3.338

R2-R5 3.779 3.315

「グローバルな視野」

入学時平均 卒業時平均

H30-R3 3.768 2.865

R1-R4 3.728 2.863

R2-R5 3.774 2.808

「豊かな教養」

入学時平均 卒業時平均

H30-R3 3.747 3.395

R1-R4 3.687 3.375

R2-R5 3.753 3.311

「確かな専門性」

入学時平均 卒業時平均

H30-R3 3.580 3.131

R1-R4 3.655 3.164

R2-R5 3.683 3.158

・どの項目も入学時の期待値を下回っているが、特に「グローバルな視野」の入学時と卒業時の回答の差が大きい。
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入学から卒業までのアンケートをつないだ分析
（『課題発見・問題解決力』 学部別解析結果）

※同一対象者の入学時と卒業時のアンケートの回答の平均値を一本の線で繋いでいる

国際教養学部

入学時平均 卒業時平均

H30-R3 3.638 3.347

R1-R4 3.742 3.322

R2-R5 3.797 3.291

国際商学部

入学時平均 卒業時平均

H30-R3 3.580 3.358

R1-R4 3.691 3.345

R2-R5 3.754 3.335

理学部

入学時平均 卒業時平均

H30-R3 3.652 3.357

R1-R4 3.654 3.262

R2-R5 3.786 3.316

データサイエンス学部

入学時平均 卒業時平均

R1-R4 3.816 3.531

R2-R5 3.809 3.319
※H30年度新入生アンケート未実施

・データサイエンス学部以外の3学部は、入学時の期待値に微差はあるが、卒業時の回答は年度のよる差が少ないが、
　データサイエンス学部はその逆になっている。
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各アンケートをつないだ分析
（『課題発見・問題解決力』 学部別解析結果）

国際教養学部

入学時平均 卒業時平均

H30-R3 3.807 2.995

R1-R4 3.852 3.033

R2-R5 3.835 2.901

国際商学部

入学時平均 卒業時平均

H30-R3 3.783 2.764

R1-R4 3.776 2.870

R2-R5 3.828 2.857

理学部

入学時平均 卒業時平均

H30-R3 3.652 2.821

R1-R4 3.449 2.664

R2-R5 3.694 2.704

データサイエンス学部

入学時平均 卒業時平均

R1-R4 3.653 2.633

R2-R5 3.468 2.447
※H30年度新入生アンケート未実施

・他の３項目に比べて、入学時と卒業時の回答の数値の差が大きく、期待値が高いにも関わらず、身に付いたと感じている
学生が少ないことがわかる。
・理系学部は、年度によるバラつきが見られる。

※同一対象者の入学時と卒業時のアンケートの回答の平均値を一本の線で繋いでいる
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各アンケートをつないだ分析
（『課題発見・問題解決力』 学部別解析結果）

※同一対象者の入学時と卒業時のアンケートの回答の平均値を一本の線で繋いでいる

国際教養学部

入学時平均 卒業時平均

H30-R3 3.787 3.467

R1-R4 3.792 3.481

R2-R5 3.835 3.357

国際商学部

入学時平均 卒業時平均

H30-R3 3.717 3.373

R1-R4 3.641 3.354

R2-R5 3.749 3.325

理学部

入学時平均 卒業時平均

H30-R3 3.723 3.313

R1-R4 3.636 3.262

R2-R5 3.714 3.306

データサイエンス学部

入学時平均 卒業時平均

R1-R4 3.612 3.327

R2-R5 3.532 3.085

・理学部以外の３学部で卒業時の回答の数値が下がってきている。

※H30年度新入生アンケート未実施
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各アンケートをつな入学から卒業までのアンケートをつないだ分析
（『確かな専門性』 学部別解析結果）

※同一対象者の入学時と卒業時のアンケートの回答の平均値を一本の線で繋いでいる

国際教養学部

入学時平均 卒業時平均

H30-R3 3.509 2.995

R1-R4 3.574 3.033

R2-R5 3.566 2.989

国際商学部

入学時平均 卒業時平均

H30-R3 3.571 3.151

R1-R4 3.682 3.206

R2-R5 3.665 3.163

理学部

入学時平均 卒業時平均

H30-R3 3.723 3.339

R1-R4 3.776 3.224

R2-R5 3.867 3.429

データサイエンス学部

入学時平均 卒業時平均

R1-R4 3.776 3.327

R2-R5 3.830 3.234

・国際教養学部は、卒業時の回答の数値が「グローバルな視野」の数値と近しく、入学時の回答との差も大きい。

※H30年度新入生アンケート未実施

・理学部は入学時の期待値が年々上昇しているが、卒業時の回答の数値も高く、昨年度の卒業者の数値は、他学部や他の
項目と比べても一番高くなっている。
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１. 入学から卒業後までのアンケートをつないだ経時的な分析 

(３)「グローバルな視野」 に関する詳細分析について 
 

１ 趣旨 

平成 30年度より「新入生アンケート（入学時実施）」、「カリキュラム評価アンケート（卒業時実

施）」、「卒業生アンケート（卒後３年に実施）」の３つのアンケートに、本学の教育ポリシーに関する共

通の設問を設定し、回答結果の分析を行った。分析結果は各種会議で報告を行い、カリキュラム改善の

検討を支援してきた。 

過去数年間の分析結果においては、入学時＞卒業時＞卒後３年時と数値が下がる傾向がすべての項目

で確認されたが、中でも「グローバルな視野」については下げ幅がとくに大きく、今回さらに詳細な分

析を行った。 

 

２ 分析対象データ 

対象者   ：国際教養学部・国際商学部・理学部・データサイエンス学部  

2018年４月・2019年４月・2020年４月 入学生 

  対象データ ：新入生アンケート・カリキュラム評価アンケート・入学時 TOEFLスコア・留学情報 

 

３ 分析結果 

次ページ参照 

 

４ 設問 

「グローバルな視野」に対する設問 

（新入生アンケート） 

 4 期待する、3 まあ期待する、2 あまり期待しない、1 期待しない 

（カリキュラム評価アンケート） 

4 とても身に付いた、3 多少身に付いた、2 あまり身に付かなかった、1 ほとんど身に付かなかった 

 

５ 参考 

令和６年度分析結果（再掲） 
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６ 分析結果 

（１） 入学時 TOEFLスコアと卒業時「グローバルな視野」平均値の相関について 

 卒業時の「グローバルな視野」について、回答結果を「期待する・まあ期待する」＝High、「あまり

期待しない・期待しない」＝Low と区分し、入学時に実施した TOEFL スコアについて High と Low の差

があるのか、学部・入学年度ごと集計分析を行った。また、４年間での卒業者と１年留年者での差があ

るのか、合わせて確認した。 

 

 

 分析の結果、各学部１年留年者において高低差が出ているが、該当箇所は母数が極端に少ないことによる

差であり、その他では特徴的な差は確認ができなかった。 

 また、合わせて４年間での卒業者と１年留年者において、「グローバルな視野」の平均値での差があ

るか確認したところ、国際教養学部と国際商学部では、１年留年者の平均値が４年間での卒業者よりも

いずれも高い傾向が確認できた。 
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（２）留学経験の有無と卒業時「グローバルな視野」平均値の相関について 

（１）での分析結果を受けて、国際教養学部と国際商学部において、留学経験の有無と「グローバル

な視野」平均値の差を学部・入学年度ごと集計分析を行った。 

 

 

 分析の結果、2019、2020 年度入学者では、４年間での卒業者において、留学経験が有る学生の平均値が、

留学経験が無い学生との比較で高い傾向にあることが確認できた。 

一方で、1 年留年者においては、留学経験の有無による差は見られず、1 年留年者が４年間での卒業者よ

りも平均値が高い理由は、留学経験の有無によるものとは、今回の結果からは確認できなかった。2021 年

度入学者（2024 年度卒）からは、新型コロナウイルスの影響も減り留学プログラムへの参加者が急増する

ため、今後も分析を継続していきたい。 

23



2.教学ＩＲ検討ＷＧにおける認証評価に向けた対応 

(１)各授業の内容が授与する学位に相応しい水準となっていること 

 

・授業外学修時間の推移 

 

１ 趣旨 

大学設置基準に基づき、本学の各学部の通則において、単位については下記のように規定されてお 

り、１科目(２単位)の授業の場合、90時間の学習時間が必要となり、授業時間が 30時間であれば、 

授業外学修時間は 60時間必要となります。 

 平成 30年度～令和６年度の授業評価アンケートの結果をもとに、授業外学修時間を分析し、各学部の通 

則に沿って授業外学修時間が確保されているか確認を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 分析対象データ 

平成 30年度から令和６年度の授業評価アンケートデータ 

（分析対象の設問） 

問２：授業時間以外に学修を一週間にどのくらいしましたか。 

選択肢：１．ほとんどしなかった ２．１時間未満 ３．１時間以上２時間未満 

４．２時間以上３時間未満 ５．３時間以上４時間未満 ６．４時間以上 

    ※選択肢６は令和２年度より追加 

 

アンケート回答率 

※令和元年度までは紙媒体、令和２年度からは WEBでアンケート実施 

 H30 R元 R2 R3 R4 R5 R6 

学部 講義全体 70.7% 72.3% 31.2% 28.6% 25.9% 23.0% 17.9% 

学部 演習全体 80.5% 76.4% 35.6% 42.1% 40.4% 38.1% 36.8% 

 

  アンケート実施科目数 

※令和元年度までは紙媒体、令和２年度は WEBでアンケート実施 

 H30 R元 R2 R3 R4 R5 R6 

学部 講義全体 568 579 597 546 531 463 394 

学部 演習全体 761 750 666 616 572 427 364 

 

【各学部通則抜粋】 

（単位） 

第４条 授業科目の単位数は、１単位の授業科目を 45時間の学修を必要とする内容をもっ 

て構成することを標準とし、授業の方法に応じ、当該授業による教育効果、授業時間外に 

必要な学修等を考慮して、次の基準によることを原則とする。 

(1) 講義科目及び演習科目については、15時間の授業をもって１単位とする。 

(2) 実験、実習、実技及び語学科目については、30時間の授業をもって１単位とする。 
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３ 授業外学修時間の推移 

(１) 回答数比較 

① 全体について 

7年分の回答数について、それぞれの年度で占める割合を確認した。令和２年度をピークに減少

傾向が続いているが、令和５年度と令和６年度の回答割合はほぼ横ばいとなっている。 

  

  
6．４時間

以上 

5．３時間以上

４時間未満 

4．２時間以上

３時間未満 

3．１時間以上

２時間未満 
2．１時間未満 

1．ほとんど 

しなかった 
計 

H30  - - 3,865 10.6% 2,617 7.2% 6,028 16.5% 10,755 29.5% 13,162 36.1% 36,427 

R01  - - 2,991 8.4% 2,224 6.2% 6,140 17.2% 12,468 35.0% 11,783 33.1% 35,606 

R02 1158 6.6% 835 4.8% 2,116 12.0% 5,482 31.2% 5,990 34.1% 1,996 11.4% 17,577 

R03 893 6.0% 585 3.9% 1,601 10.8% 4,475 30.2% 5,303 35.8% 1,955 13.2% 14,812 

R04 731 5.5% 475 3.6% 1,405 10.7% 3,893 29.5% 4,676 35.5% 2,010 15.2% 13,190 

R05 743 6.2% 407 3.4% 1,125 9.4% 3,199 26.9% 4,334 36.4% 2,102 17.6% 11,910 

R06 538 5.9% 355 3.9% 932 10.1% 2,401 26.1% 3,352 36.5% 1,609 17.5% 9,187 

※令和２年度の選択肢６及び５の合算値は「1,993 件（11.34％）」、令和３年度は「1,478 件（9.98％）」、 

令和４年度は「1,206 件（9.14％）」、令和５年度は「1,150 件（9.66％）」令和６年度は「893 件

（9.72％）」 
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② 講義について 

全体結果同様に令和２年度をピークに減少傾向が続いているが、令和５年度と令和６年度の回 

答割合はほぼ横ばいとなっている。 

    

  
6．４時間

以上 

5．３時間以

上４時間未満 

4．２時間以

上３時間未満 

3．１時間以上

２時間未満 
2．１時間未満 

1．ほとんど 

しなかった 
計 

H30 -  - 2,138 7.7% 1,578 5.7% 4,042 14.6% 8,563 31.0% 11,289 40.9% 27,610 

R01 -  - 1,170 5.2% 1,073 4.7% 3,434 15.2% 8,584 38.0% 8,354 36.9% 22,615 

R02 504 3.6% 535 3.8% 1,448 10.4% 4,401 31.6% 5,246 37.7% 1,787 12.8% 13,921 

R03 270 2.5% 283 2.6% 918 8.4% 3,350 30.8% 4,496 41.3% 1,574 14.5% 10,891 

R04 287 2.9% 243 2.5% 832 8.5% 2,910 29.9% 3,929 40.3% 1,542 15.8% 9,743 

R05 321 3.7% 219 2.5% 675 7.8% 2,287 26.4% 3,556 41.0% 1,614 18.6% 8,672 

R06 214 3.4% 177 2.8% 508 8.2% 1,568 25.2% 2,624 42.2% 1,126 18.1% 6,217 

※令和２年度の選択肢６及び５の合算値は「1,039 件（7.46％）」、令和３年度は「553 件（5.08％）」、 

令和４年度は「530 件（5.44％）」、令和５年度は「540 件（6.23％）」令和６年度は「391 件（6.29％）」 
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③ 演習について 

令和２年度をピークに減少が続き、令和６年度は令和５年度と比べ、選択し３～６の割合が、 

 1.6％減少している。 

  
6．４時間

以上 

5．３時間以

上４時間未満 

4．２時間以

上３時間未満 

3．１時間以上

２時間未満 
2．１時間未満 

1．ほとんど 

しなかった 
計 

H30 
- - 1,727 19.6% 1,039 11.8% 1,986 22.5% 2,192 24.9% 1,873 21.2% 8,817 

R01 
- - 1,821 14.0% 1,151 8.9% 2,706 20.8% 3,884 29.9% 3,429 26.4% 12,991 

R02 
654 17.9% 300 8.2% 668 18.3% 1,081 29.6% 744 20.4% 209 5.7% 3,656 

R03 
623 15.9% 302 7.7% 683 17.4% 1,125 28.7% 807 20.6% 381 9.7% 3,921 

R04 
444 12.9% 232 6.7% 573 16.6% 983 28.5% 747 21.7% 468 13.6% 3,447 

R05 
422 13.0% 188 5.8% 450 13.9% 912 28.2% 778 24.0% 488 15.1% 3,238 

R06 
324 10.9% 178 6.0% 424 14.3% 838 28.2% 728 24.5% 483 16.2% 2,975 

※令和２年度の選択肢６及び５の合算値は「954 件（26.09％）」、令和３年度は「925 件（23.59％）」、 

令和４年度は「676 件（19.61％）」、令和５年度は「610 件（18.84％）」、令和６年度は「502 件（16.8％）」 
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(２) 平均比較 

回答の平均値について分析した結果、令和６年度は講義全体の平均が 2.42(授業外学修時間の平

均値が「1時間未満」)、演習全体の平均が 2.91(授業外学修時間の平均値が「1 時間以上 2 時間未

満」)となっており、講義科目及び演習科目はともに昨年度並みであった。 

 

（分析対象の設問） 

問２：授業時間以外に学修を一週間にどのくらいしましたか。 

選択肢：１．ほとんどしなかった ２．１時間未満 ３．１時間以上２時間未満 

４．２時間以上３時間未満 ５．３時間以上４時間未満 ６．４時間以上 

    ※選択肢６は令和２年度より追加したため、「5．３時間以上４時間未満」と算出。 

  

年間 H30 R元 R2 R3 R4 R5 R6 

学部 講義全体 2.08  2.03  2.62  2.48  2.47  2.42  2.42  

学部 演習全体 2.84  2.54  3.39  3.25  3.07  2.97  2.91  

 

  

４ まとめ 

(１) 授業外学修時間の推移について 

令和２年度よりオンライン授業を導入したことによって、ほとんどの科目で授業外学修時間がオ

ンライン授業導入前と比較して増加したが、令和３年度以降は減少傾向が続いている。令和６年度

は講義科目について昨年度と同様であり下げ止まっている。 

 

(２) 今後の方針 

対面授業が中心になってから、授業外学修時間も低下傾向にありましたが、主に抗議科目では下げ止

まりとなりつつあります。依然として、授業外学習時間が足りない状況は変わりなく、授業外学修時間

の高い科目の授業内容を分析し、モデルケースとして学内で周知することで、授業外学修時間の増加を

目指します。 

また、データ分析元である授業評価アンケートの令和６年度の回答率が講義科目で 17.9%、演習科目

で 36.8%と低い結果となっており、全学生の回答が反映されていない状況であるため、授業評価アンケ

ートの回答率を上げるための対応を引き続き検討します。 

2.08 2.03 

2.62 
2.48 2.47 2.42 2.42 

2.84 

2.54 

3.39 
3.25 

3.07 2.97 2.91 

1.00

1.50

2.00

2.50

3.00

3.50

4.00

H30 R元 R2 R3 R4 R5 R6

授業外学修時間の推移 全体

学部 講義全体 学部 演習全体
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２.教学ＩＲ検討ＷＧにおける認証評価に向けた対応 

(２) 成績評価や単位認定が厳格かつ客観的に行われていることの組織的確認 

 

・令和６年度科目における成績評価に関する分析（１） 
 

１ 趣旨 

令和６年度科目の成績評価について分析を実施した。 

 

２ 分析概要 

(1) 対象データ 

令和６年度科目のうち、下記条件をすべて満たす科目を対象とした。 

・学部で開講された科目 

・成績登録のあった科目 

・講義科目（演習、実験、実習、インターンシップ、留学等ではない科目） 

・「留学生対象の日本語に関する科目」ではない科目 

・教職科目ではない科目 

・成績が「秀」、「優」、「良」、「可」、「不合格」で判定される科目 

 

(2) 分析方法 

成績を下表の通り GPに変換し、GPの平均値を算出した。 

成績 GP（数値） 

秀 4.0 

優 3.0 

良 2.0 

可 1.0 

不可 0.0 

 科目の所属学部別、分野別（科目コード先頭３桁で分類）に GPの平均値と、「秀」、「優」、

「良」、「可」、「不合格」の割合をグラフにした。 
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３ 分析結果 

全学部 ※()内は昨年度値 

所属学部 科目数 GP 平均値 秀 優 良 可 不合格 成績登録者数 

Practical English 69 (74) 2.90  (2.72) 32.72% 16.92% 23.04% 8.77% 18.55% 1962 (2033) 

共通教養 260 (305) 2.71  (2.63) 23.12% 34.89% 23.05% 13.97% 4.96% 17689 (16873) 

国際教養学部 204 (228) 2.67  (2.75) 18.10% 40.33% 24.80% 12.30% 4.47% 8846 (8689) 

国際商学部 186 (214) 2.76  (2.68) 25.73% 31.53% 23.55% 12.33% 6.85% 9863 (9422) 

理学部 80 (84) 2.72  (2.74) 25.38% 30.01% 22.31% 14.63% 7.68% 3869 (3798) 

ﾃﾞｰﾀｻｲｴﾝｽ学部 44 (46) 2.80  (2.75) 27.90% 32.14% 17.84% 14.02% 8.11% 2097 (1941) 

・昨年度の GP平均値と大幅な増減は見られなかった。 

 

 

  

32.72%

23.12%

18.10%

25.73%

25.38%

27.90%

16.92%

34.89%

40.33%

31.53%

30.01%

32.14%

23.04%

23.05%

24.80%

23.55%

22.31%

17.84%

8.77%

13.97%

12.30%

12.33%

14.63%

14.02%

18.55%

4.96%

4.47%

6.85%

7.68%

8.11%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

Practical English

共通教養

国際教養学部

国際商学部

理学部

データサイエンス学部

令和６年度科目成績評価割合（共通教養・学部別）

秀 優 良 可 不合格

2.67 2.76 2.72 2.80 2.71 
2.90 

0.00

0.50

1.00

1.50

2.00

2.50

3.00

3.50

4.00
令和６年度科目成績評価割合（共通教養・学部別）

国際教養学部 国際商学部 理学部 データサイエンス学部 共通教養 Practical English
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学部・分野別の平均値について 

① 共通教養 

科目群 科目数 GP 平均値 秀 優 良 可 不合格 成績登録者数 

共通教養 257 (257) 2.71  (2.66) 23.11% 34.90% 23.06% 13.98% 4.95% 17680 (17846) 

ACC:会計学 9 (11) 2.81 (2.45) 31.67% 23.37% 21.85% 13.28% 9.82% 723 (633) 

ARE:地域研究 2 (2) 2.14  (2.44) 6.56% 20.49% 35.25% 22.13% 15.57% 122 (132) 

BIO:生物学関連 3 (4) 2.93  (2.52) 31.43% 34.56% 23.35% 7.54% 3.13% 544 (631) 

BUS:経営学 12 (16) 2.70  (3.03) 18.84% 43.47% 21.59% 13.16% 2.94% 1056 (1071) 

CHE:化学関連 4 (5) 2.44  (2.50) 11.98% 34.50% 23.35% 19.42% 10.74% 484 (487) 

CHN:中国語 12 (13) 3.14  (2.89) 43.21% 32.72% 16.67% 6.17% 1.23% 162 (194) 

CLE:総合講義 26 (25) 2.65  (2.55) 15.83% 42.10% 23.32% 12.79% 5.97% 3285 (3518) 

CUL:文化関連 7 (9) 2.43  (2.83) 10.95% 37.10% 27.03% 18.37% 6.54% 566 (492) 

DAT:ﾃﾞｰﾀｻｲｴﾝｽ 3 (3) 2.00  (2.43) 1.37% 30.14% 23.29% 32.88% 12.33% 73 (75) 

ECO:経済学 26 (29) 2.81  (2.66) 29.03% 32.99% 20.78% 13.18% 4.03% 1540 (1738) 

FRN:フランス語 8 (8) 2.69  (2.44) 18.71% 37.42% 33.55% 7.74% 2.58% 155 (148) 

GEO:地理学 3 (3) 2.36  (2.23) 10.71% 29.46% 27.68% 19.64% 12.50% 112 (111) 

GER:ドイツ語 8 (10) 2.99  (2.73) 20.90% 59.70% 16.42% 2.99% 0.00% 67 (79) 

HIS:歴史学関連 5 (6) 2.90  (2.80) 21.68% 47.55% 27.27% 2.10% 1.40% 143 (91) 

HUM:人間科学 1 (1) 2.34  (2.37) 3.64% 44.37% 34.11% 17.88% 0.00% 302 (322) 

ICT:情報ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ 39 (49) 3.23  (3.01) 47.05% 30.73% 12.26% 6.44% 3.52% 1305 (1184) 

INT:国際関係論 1 (1) 2.55  (2.79) 7.31% 51.15% 23.80% 13.15% 4.59% 479 (319) 

KRN:韓国・朝鮮語 10 (11) 2.85  (2.80) 29.69% 30.47% 16.41% 13.28% 10.16% 128 (130) 

LAW:法学 10 (10) 2.35  (2.33) 7.23% 38.76% 28.31% 20.48% 5.22% 498 (508) 

LIN:言語学 4 (4) 2.45  (2.55) 19.66% 26.44% 28.47% 22.37% 3.05% 295 (238) 

LIT:文学関連 4 (6) 2.62  (2.44) 19.52% 30.14% 22.95% 15.07% 12.33% 292 (207) 

MAT:数学関連 11 (11) 2.46  (2.59) 17.42% 24.50% 29.04% 18.15% 10.89% 551 (580) 

MES:医学･健康分野 2 (2) 3.28  (3.16) 43.55% 42.74% 12.10% 1.61% 0.00% 248 (249) 

PBL:課題探究科目 14 (22) 2.42  (2.29) 20.26% 21.26% 26.96% 23.40% 8.13% 701 (938) 

PHI:哲学関連 6 (8) 2.49  (2.15) 21.09% 22.76% 28.18% 19.62% 8.35% 479 (518) 

PHY:物理学関連 5 (6) 2.72  (2.94) 21.59% 39.70% 23.33% 12.66% 2.73% 403 (333) 

PSY:心理学関連 6 (7) 2.86  (2.65) 27.28% 39.12% 24.07% 8.75% 0.77% 777 (683) 

SCI:科学一般 1 (2) 3.51  (3.31) 60.58% 32.12% 3.65% 2.92% 0.73% 137 (144) 

SOC:社会学 6 (6) 2.36  (2.58) 12.86% 33.33% 28.64% 23.27% 1.90% 894 (927) 

SPN:スペイン語 8 (10) 2.53  (2.55) 20.00% 25.00% 32.22% 15.56% 7.22% 180 (187) 

YCU:YCU ﾘﾍﾞﾗﾙｱｰﾂ 1 (1) 2.97  (3.24) 41.47% 26.46% 19.20% 12.67% 0.20% 979 (979) 

・「SCI:科学一般」において、GP平均値が前年度から 0.2上がり、3.5以上となっていた。 

・「DAT:ﾃﾞｰﾀｻｲｴﾝｽ」において、GP平均値が前年度から 0.43下がり、2.0となっていた。 
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② 国際教養学部  ※()内は昨年度値 

科目群 科目数 GP 平均値 秀 優 良 可 不合格 成績登録者数 

国際教養学部 204 （228） 2.67  (2.75) 20.35% 41.85% 23.71% 10.22% 3.88% 8846 (8689) 

ACC:会計学 1 (1) 3.31 (2.82) 47.89% 30.99% 12.68% 2.82% 5.63% 71 (68) 

ARE:地域研究 15 (17) 2.81  (2.88) 25.67% 36.61% 19.49% 11.89% 6.34% 631 (549) 

CHN:中国語 2 (1) 2.40  (3.00) 0.00% 50.00% 40.00% 10.00% 0.00% 10 (2) 

CUL:文化関連 32 (34) 2.93  (2.85) 24.37% 46.38% 17.93% 6.43% 4.89% 1104 (1182) 

DEV:開発研究 4 (4) 2.23  (2.59) 10.82% 21.13% 23.20% 24.23% 20.62% 194 (130) 

EDU:教育学関連 5 (5) 2.54  (2.68) 14.29% 40.66% 29.67% 15.38% 0.00% 91 (78) 

ENT:ｴﾝﾀｰﾌﾟﾗｲｽﾞ関連 4 (4) 3.03  (2.69) 30.00% 52.50% 7.50% 10.00% 0.00% 40 (50) 

ENV:環境学 4 (4) 2.68  (2.53) 25.58% 24.03% 32.56% 11.63% 6.20% 129 (148) 

FRN:フランス語 2 (2) 3.06  (3.75) 18.75% 68.75% 12.50% 0.00% 0.00% 16 (4) 

GEO:地理学 5 (5) 2.54  (2.71) 14.05% 35.29% 33.01% 12.42% 5.23% 306 (243) 

GER:ドイツ語 2 (2) 4.00  (3.67) 100.00% 0.00% 0.00% 0.00% 0.00% 3 (4) 

HIS:歴史学関連 12 (12) 2.62  (2.64) 14.58% 40.41% 23.02% 13.04% 8.95% 391 (395) 

HPE:健康、スポーツ、身体科学関連 5 (5) 2.46  (2.59) 8.40% 40.40% 28.00% 14.80% 8.40% 250 (233) 

ILW:国際法 7 (7) 2.87  (2.88) 24.32% 43.24% 24.32% 6.31% 1.80% 111 (323) 

INT:国際関係論 10 (10) 2.68  (3.13) 13.86% 46.20% 25.27% 9.51% 5.16% 368 (299) 

KRN:韓国・朝鮮語 2 (2) 3.60  (4.00) 60.00% 40.00% 0.00% 0.00% 0.00% 5 (6) 

LIN:言語学 17 (17) 2.64  (2.69) 16.19% 41.81% 25.98% 12.63% 3.38% 562 (506) 

LIT:文学関連 16 (16) 2.76  (2.88) 21.83% 41.59% 23.89% 10.91% 1.77% 339 (385) 

PHI:哲学関連 6 (6) 2.66  (2.63) 12.94% 47.45% 24.31% 10.59% 4.71% 255 (225) 

PSY:心理学関連 6 (6) 2.48  (2.79) 19.88% 28.65% 30.21% 20.86% 0.39% 513 (468) 

PUP:公共政策 6 (6) 2.37  (2.45) 15.23% 25.10% 37.04% 19.34% 3.29% 243 (264) 

SOC:社会学 30 (30) 2.70  (2.79) 15.69% 48.04% 22.94% 11.05% 2.29% 1530 (1618) 

SOE:公営企業関連 7 (7) 2.94  (2.98) 32.57% 33.03% 30.28% 4.13% 0.00% 218 (177) 

SPN:スペイン語 2 (2) 3.30  (3.00) 50.00% 30.00% 20.00% 0.00% 0.00% 10 (9) 

UCP:都市・まちづくり計画学 18 (21) 2.52  (2.57) 13.46% 38.12% 27.95% 15.38% 5.08% 1456 (1246) 

・GP平均が 2.0未満もしくは 3.5以上の科目群はなかった。 

・成績登録者数 50名以上講義の中では、「ACC:会計学」は昨年度と比較して 0.49差があり、大きく上がって

いる。また、「INT:国際関係論」は昨年度と比較して 0.45差があり、大きく下がっている。 
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GEO:地理学
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HIS:歴史学関連

HPE:健康、スポー…
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INT:国際関係論
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DEV:開発研究 PUP:公共政策 CHN:中国語
HPE:健康、スポーツ、身体科学関連 PSY:心理学関連 UCP:都市・まちづくり計画学
GEO:地理学 EDU:教育学関連 HIS:歴史学関連
LIN:言語学 PHI:哲学関連 ENV:環境学
INT:国際関係論 SOC:社会学 LIT:文学関連
ARE:地域研究 ILW:国際法 CUL:文化関連
SOE:公営企業関連 ENT:エンタープライズ関連 FRN:フランス語
SPN:スペイン語 ACC:会計学 KRN:韓国・朝鮮語
GER:ドイツ語
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③ 国際商学部 ※()内は昨年度値 

・GP平均が 2.0未満もしくは 3.5以上の科目群はなかった。 

・「ECO:経済学」において、昨年度と比較して 0.58差があり、大きく上がっている。 
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令和6年度科目成績評価割合（国際商学部・分野別）

秀 優 良 可 不合格

2.33 

2.69 2.73 2.76 

3.20 

0.00

1.00

2.00

3.00

4.00
令和6年度科目GP平均（国際商学部・分野別）

EBA:商学部関連科目 ACC:会計学 ECO:経済学 BUS:経営学 LAW:法学

科目群 科目数 GP 平均値 秀 優 良 可 不合格 成績登録者数 

国際商学部 186 (186) 2.69  (2.68) 25.73% 31.53% 23.55% 12.33% 6.85% 9863 (9422) 

ACC:会計学 35 (35) 2.76  (2.62) 23.77% 31.44% 24.12% 14.17% 6.50% 1447 (1527) 

BUS:経営学 45 (53) 2.33  (2.76) 23.21% 35.30% 25.60% 10.14% 5.76% 3473 (3356) 

EBA:商学部関連科目 2 (2) 2.73 (2.96) 8.47% 35.30% 25.60% 11.86% 5.10% 118 (3356) 

ECO:経済学 89 (109) 3.20  (2.62) 29.46% 24.24% 24.41% 14.02% 7.87% 4238 (3924) 

LAW:法学 15 (15) 2.76  (2.67) 22.62% 32.13% 24.14% 14.26% 6.84% 587 (526) 

35



 

 

④ 理学部 ※()内は昨年度値 

・成績登録者数１名の「INF：情報科学関連」を除き、GP平均が 2.0未満もしくは 3.5以上の科目群は

なかった。 
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PHY：物理学関連

SCI：科学一般

令和6年度科目成績評価割合（理学部・分野別）

秀 優 良 可 不合格
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令和6年度科目GP平均（理学部・分野別）

PHY：物理学関連 CHE：化学関連 MDL：生命医科学関連 BIO：生物学関連
ESC：地学関連 MAT：数学関連 SCI：科学一般

科目群 科目数 GP 平均値 秀 優 良 可 不合格 成績登録者数 

理学部 80 (80) 2.72  (2.74) 25.38% 30.01% 22.31% 14.63% 7.68% 3869 (3798) 

BIO:生物学関連 22 (23) 2.70  (2.84) 23.19% 31.20% 21.74% 14.34% 9.53% 1311 (1339) 

CHE:化学関連 14 (15) 2.55  (2.59) 18.15% 32.96% 27.07% 17.04% 4.78% 628 (647) 

ESC:地学関連 4 (5) 2.83  (2.86) 27.85% 31.65% 25.32% 9.49% 5.70% 158 (136) 

INF:情報科学関連 1 (1) 0.00 (0.00) 0.00% 0.00% 0.00% 0.00% 100.00% 1 (1) 

MAT:数学関連 6 (6) 2.92  (2.97) 34.91% 28.40% 13.02% 14.79% 8.88% 169 (120) 

MDL:生命医科学関連 12 (14) 2.63  (2.54) 24.23% 26.84% 23.28% 17.22% 8.43% 842 (849) 

PHY:物理学関連 14 (12) 2.50  (2.41) 20.29% 23.47% 27.38% 19.07% 9.78% 409 (359) 

SCI:科学一般 7 (8) 3.35  (3.31)  49.57% 35.61% 10.83% 2.28% 1.71% 351 (347) 
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⑤ データサイエンス学部 

科目コードが「DAT（データサイエンス）」のみであるため、個別のグラフを割愛 

（全学分析結果のグラフを参照） 

・昨年度の GP平均値と大幅な増減は見られなかった。 
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２.教学ＩＲ検討ＷＧにおける認証評価に向けた対応 

(２) 成績評価や単位認定が厳格かつ客観的に行われていることの組織的確認 

 

・令和６年度科目における成績評価に関する分析（２） 
 

１ 趣旨 

 令和６年度成績評価結果をもとに、共通教養・PE・各学部の成績分布を確認した。 

 

２ 分析概要 

(1) 対象データ 

令和６年度科目のうち、下記条件をすべて満たす科目を対象とした。 

 学部で開講された科目 

 成績登録のあった科目 

 講義科目（演習、実験、実習、インターンシップ、留学等ではない科目） 

 「留学生対象の日本語に関する科目」ではない科目 

 教職科目ではない科目 

 成績が「秀」、「優」、「良」、「可」、「不合格」で判定される科目 

 

(2) 分析方法 

成績を下表の通り GPに変換し、GPの平均値を算出した。 

成績 GP（数値） 

秀 4.0 

優 3.0 

良 2.0 

可 1.0 

不可 0.0 
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３ 分析結果 

① 共通教養 

 

成績登録者数が少ない科目では GPA平均値にばらつきがあるが、100名以上の科目の GPA平均値は概ね

「2.0～3.5」となっている。一部 GPA 平均値が 2.0 を下回る科目、3.5 以上の科目については確認を行

う。 

 

成績登録者数 350名以下の科目に絞った結果は下記のとおり。 
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※受講者数500名以下
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② Practical English 

 
 

 ２科目、PE成績登録用の科目が混ざっているため、該当科目を除外し、改めて確認を行った。 

 

対象科目の成績登録者数が 20名以下の科目が多く、GPA平均値にもばらつきがある。 

  

0.00

0.50

1.00

1.50

2.00

2.50

3.00

3.50

4.00

0 200 400 600 800 1000 1200

成績登録者数とGPAの相関(全体・PE)

0.00

0.50

1.00

1.50

2.00

2.50

3.00

3.50

4.00

0 5 10 15 20 25 30 35 40

成績登録者数とGPAの相関(全体・PE)

＊成績登録科目除外

40



③ 国際教養学部 

 

成績登録者数が少ない科目ではばらつきがあるが、50 人以上の科目の GPA 平均値は概ね「2.0～3.5」

となっている。一部 GPA平均値が 2.0を下回る科目については確認を行う。 

 

 

④ 国際商学部 

 

成績登録者数が少ない科目ではばらつきがあるが、50 人以上の科目の GPA 平均値は概ね「2.0～3.5」

となっている。一部 GPA平均値が 2.0を下回る科目については確認を行う。 
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⑤ 理学部 

 
 成績登録者数が 50 人以上の科目の内、多くは GPA 平均値が「2.0～3.0」の範囲にあるが、一部 2.0

以下の科目、3.5以上の科目が見られる。 

 

⑥ データサイエンス学部 

 

成績登録者数が少ない科目が多く、GPA平均値にばらつきがある。 
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(２) 成績評価や単位認定が厳格かつ客観的に行われていることの組織的確認 

・令和６度科目における成績評価に関する分析（３） 
 

１ 趣旨 

  各学部全体の GP平均値について、過去５年間の推移を確認した。 

 

２ 分析概要 

  本集計は各科目の所属別に対象件数を計算し、GP平均値を算出している。 

 

３ 分析結果 

所属 令和元年度 令和 2 年度 令和 3 年度 令和 4 年度 令和 5 年度 令和６年度 

Practical English 2.74  3.01  3.17  2.92  2.72  2.90 

共通教養 2.73  2.94  2.87  2.79  2.63  2.71 

国際教養学部 2.64  2.91  2.90  2.74  2.75  2.67 

国際商学部 2.38  2.71  2.71  2.68  2.68  2.76 

理学部 2.61  2.85  2.82  2.72  2.74  2.72 

データサイエンス学部 2.59  3.01  2.93  2.91  2.75  2.80 

 

 
 

・対面授業中心であった令和元年度と比較して、遠隔授業中心の令和２年度は、全体的に 

GPA平均値が上昇傾向となっている。 

・令和３年度は原則対面授業、一部科目を遠隔授業で実施したが、学部によって GPA平均値 

の増減に違いが見られた。 

・令和４年度は学部ごとに差はあるが、全体的に前年度に比べて GPA平均値は低下傾向となって 

いる。 

・令和４年度以降はほぼ同水準となっている。 

 

2.0

2.5

3.0

3.5

R1 R2 R3 R4 R5 R6

GPA平均値の推移

Practical English 共通教養 国際教養学部

国際商学部 理学部 データサイエンス学部
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1 

 

２.教学 IR検討 WGにおける認証評価に向けた対応 

（３）学修成果の可視化- 

・YCU指標等の学修成果を用いた試行的な分析（1） 

１ 趣旨 

令和２年度に採択された文部科学省「デジタル活用教育高度化事業」の中で、 

LMSを導入し、学期初めの学修目標の登録、学修管理、キャリア形成上の活動履歴 

に関するデータを蓄積することで、将来的には学生の履修計画やキャリア形成に関 

する助言等を AIによりサポートする制度またはシステムの構築を目指しています。 

今年度は、YCU指標を活用した試行分析を継続し、分析・報告作業を進めましたの 

で、結果を報告します。 

 

２ 昨年度から継続のテーマ 

 (1)学生の入試区分(学部・学系別)と学修成果項目の相関分析 

(2)学生の海外留学思考と学修成果項目の相関分析 

 

３ 分析対象データ 

(1) 対象者 

令和６年度に在籍している国際教養学部、国際商学部、理学部、データサイエン 

ス学部の４年生 

（対象者数） 

入試区分 国際教養学部 国際商学部 理学部 ＤＳ学部 全体 

一般入試 191 220 74 42 527 

推薦型選抜 131 77 57 11 276 

総合型選抜 34 5 6 6 51 

合計 356 302 137 59 854 

※その他の入試区分は人数が少ないため、今回は対象外としています。 

 

留学経験 国際教養学部 国際商学部 理学部 ＤＳ学部 全体 

留学経験あり 57 40 3 2 102 

留学経験なし 309 272 135 69 785 

合計 366 312 138 71 887 

 

(2) 対象項目 

①YCU指標得点、②入試区分、③留学経験、④総取得単位数、⑤GPA平均値 

  

 ４ 分析結果 

   次ページ「試行分析」結果のとおり 
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（１） 入試区分(学部・学系別)による４年次の総取得単位数、GPA、YCU指標の相関 

 

 

 

 

総取得単位数、GPA、YCU指標に大きな相関は見られないが、全項目において推薦型選抜の数値が高い傾向とな

っている。 
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（２） 留学経験の有無による４年次の総取得単位数、GPA、YCU指標の相関 

 

総取得単位数、GPA、YCU指標に大きな相関は見られないが、全項目において留学経験ありの数値が上回る結果

となっている。 
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1 
 

令和 6年度「全国学生調査（第 4回試行実施）」横浜市立大学設問別集計結果 

 

令和 6年度全国学生調査対象数及び回答者数 

 

 

問 1 大学に入ってから受けた授業で、次の項目はどのくらいありましたか。 

平均値：よくあった「4」、ある程度あった「3」、あまりなかった「2」、なかった「1」として算出。 

 

問 1-1：理解がしやすいように教え方が工夫されていた。 
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2 
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3 
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4 
 

問 1-2：理解がしやすいように教え方が工夫されていた。 
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問 1-3：課題等の提出物に適切なコメントが付されて返却される 
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問 1-4：グループワークやディスカッションの機会がある。 
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問 1-5：質疑応答など、教員等との意見交換の機会がある。 
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問 1-6：ティーチングアシスタントなどによる補助的な指導がある。 
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問２ 大学在籍中に経験した以下の項目はどの程度有用だったと感じますか。経験していない場合は 

「経験していない」を選択してください。 

 

 

問 2-1：インターンシップ（5日間以上） 
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問 2-2：海外留学・海外研修（短期も含む） 
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問 2-3：主に英語で行われる授業の履修（語学科目を除く） 
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問 2-4：大学での学習の方法（スタディ・スキル）を学ぶ科目（横浜市立大学追加設問） 

 

 

 

 

 

74



27 
 

 

 

 

 

75



28 
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問 2-5：卒業論文・卒業研究・卒業制作などの教育（横浜市立大学追加設問）※2年次生は回答不要 
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問 2-6：授業時間以外で、教員に質問・相談するオフィスアワー（横浜市立大学追加設問） 
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問 2-7：キャリアに関する科目、キャリアカウンセリング（横浜市立大学追加設問） 
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問 2-8：海外の大学等が提供するオンライン授業（オンライン留学等）（横浜市立大学追加設問） 
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問 2-9：学内で自分と異なる文化圏の学生と交流する機会（横浜市立大学追加設問） 
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問 2-10：図書館やラーニングベースなど大学施設を活用した自主的な学習（横浜市立大学追加設問） 
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問 3 大学教育を通じて、次のような知識や能力などが身に付いたと思いますか。 

問 3-1：専門分野に関する知識・理解 
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問 3-2：将来の仕事につながるような知識・スキル・態度・価値観 
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問 3-3：文献・資料を収集・分析する力 
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問 3-4：論理的に文章を書く力 
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問 3-5：人に分かりやすく話す力 
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問 3-6：外国語を使う力 
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問 3-7：数理・統計・データサイエンスに関する知識・技能 
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問 3-8：問題を見つけて解決方法を考える力 
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問 3-9：他者と協働する力 
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問 3-10：幅広い知識、ものの見方 
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問 3-11：異なる文化に関する知識・理解 
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問 3-12:知識やスキルを活用して一つのものをつくり出す力（横浜市立大学追加設問） 
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問 3-13：社会的責任や倫理観（横浜市立大学追加設問） 
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問 4：これまでの大学での学び全体を振り返って、次の項目についてどのように思いますか。 

問 4-1：卒業時までに身に付けるべき知識や能力を意識して学修している。 
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問 4-2：授業アンケート等の学生の意見を通じて大学教育が良くなっている。 
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問 4-3：教職員が熱心に教育に取り組んでいる 
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問 4-4：大学の学びによって成長を実感している。 
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問 5：今年度後期の授業期間中の平均的な 1 週間（7 日間）の生活時間は、それぞれどのくらいですか。 
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問 5-1：授業への出席（実験・実習、オンライン授業を含む） 
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問 5-2：卒業論文・卒業研究・卒業制作※2年次生は回答不要 
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問 5-3：予習・復習・課題等授業に関する学習（卒業論文等は除く） 
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問 5-4：授業と直接関係しない自主的な学習（学問に関係する読書やディスカッション、実技の練習、資

格試験の勉強等） 
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問 5-5：部活動／サークル活動 
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問 5-6：アルバイト／定職 
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